
平
成
三
十
年
新
年
あ
い
さ
つ

広
袴
町
内
会
長
　
本
郷
　
和
朗

広
袴
町
内
会
会
員
の
皆
様
、
明
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

新
し
い
年
を
ご
家
族
お
そ
ろ
い
で
お
迎
え
の
こ

と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

正
月
早
々
暗
い
ニ
ュ
ー
ス
で
申
し
訳
あ
り
ま
せ

ん
が
、
こ
の
と
こ
ろ
毎
年
日
本
の
ど
こ
か
で
激
甚

災
害
に
指
定
さ
れ
る
よ
う
な
災
害
が
起
き
て
い
ま

す
。
昨
年
は
九
州
北
部
で
、
七
月
六
日
こ
ろ
か
ら

「
梅
雨
前
線
に
伴
う
大
雨
及
び
台
風
二
十
三
号
に

よ
る
豪
雨
」
で
し
た
。
福
岡
県

。
大
分
県
で
河
川

の
氾
濫

・
崖
崩
れ
等
、
死
者
数
三
六
名
、
行
方
不

明
者
五
名
又
住
宅
被
害
に
あ

っ
て
は
全
壊
が
百
七

十
件

・
半
壊
五
五
五
件
で
、
福
岡

・
大
分
両
県
の

被
害
額
に
つ
い
て
は
判
明
し
た
だ
け
で
千
五
百
億

円
弱
と
い
う
も
の
で
し
た
。
自
然
の
力
は
予
測
し

が
た
く
、
い
つ
ど
こ
に
ど
う

い
う
形
で
降
り
か
か

る
の
か
分
か
り
ま
せ
ん
が
少
な
く
て
も
人
的
被
害

を
最
小
限
に
抑
え
た
い
も
の
で
す
。
そ
れ
に
は
普

段
の
備
え
と
共
に
災
害
に
対
す
る
関
心
を
持
つ
と

と
も
に
日
ご
ろ
の
訓
練
が
大
事
で
あ
る
と
思
い
ま

す
。昨

年
は
正
月
早
々
大
変
お
目
出
た
い
ニ
ュ
ー
ス

が
あ
り
、
日
本
の
国
技
で
あ
る
大
相
撲
に

一
月
二

五
日
の
横
綱
審
議
委
員
会
に
お
い
て
横
綱
稀
勢
の

里
が
満
場

一
致
で
推
薦
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
伴

い

「横
綱
の
名
に
恥
じ
ぬ
よ
う
、
精
進
い
た
し
ま

す
」
と
口
上
を
述
べ
日
本
国
民
待
望
の
第
七
二
代

【横
綱
稀
勢
の
里
】
が
誕
生
し
ま
し
た
。
顧
み
る

と
若
乃
花
が
横
綱
と
な

っ
た

一
九
九
八
年
か
ら

一

九
年
間
、
日
本
国
の
国
技
で
あ
り
な
が
ら
日
本
人

横
綱
不
在
の
場
所
が
続
き
、
今
後
の
活
躍
を
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す
。

も
う

一
つ
将
棋
界
に
新
星
が
現
れ
、
藤
井
聡
汰

四
段
が

一
昨
年
の
十
二
月
二
四
日
に
行
わ
れ
た
第

三
十
期
竜
王
戦
六
組
ラ
ン
キ
ン
グ
戦
加
藤

一
二
三

九
段
と
の
対
局
で
加
藤

一
二
三
九
段
を
下
し
ま
し

た
。
そ
れ
か
ら
は
連
勝
街
道
を
ば
く
進
し
、
二
〇

一
七
年
七
月
二
日
竜
王
戦
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
二

回
戦
で
佐
々
木
勇
気
五
段
に
敗
戦
と
な
る
ま
で
前

人
未
踏
の
二
九
連
勝
を
達
成
し
、
連
勝
中
は
来
る

日
も
来
る
日
も
新
聞
の
ス
ポ
ー
ツ
欄
を
見
る
の
が

楽
し
み
で
し
た
。
新
聞
だ
け
で
は
な
く
テ
レ
ビ
の

ニ
ュ
ー
ス
で
も
対
局
の
様
子
が
映
し
だ
さ
れ
て
お

り
大
変
痛
快
で
し
た
。

今
、
鶴
川
地
区
協
議
会
で
は
地
域
活
性
化
事
業

の

一
環
で
将
棋

・
囲
碁
教
室
も
開
催
さ
れ
て
い
ま

す

（無
料
）
「
囲
碁

・
将
棋
を
始
め
る
な
ら
今
で

し
ょ
」
．

本
年
も
町
内
会
行
事

に

つ
き
ま
し
て
は
ご
指

導

・
ご
協
力
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
な
り
ま
す
が
、
広
袴
町
内
会
会
員
皆
様

方

の
ま
す
ま
す
の
ご
健
勝

・
ご
多
幸
を
ご
祈
念
中

し
上
げ
ま
し
て
新
年

の
あ

い
さ

つ
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

九
月
十
日
調
整
池
周
辺
の
草
刈
り
、
清
掃
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

秋
雨
の
後
に
も
拘
ら
ず
、
署

い

一
日
で
し
た
が
、

幼
児
、
小
学
生

の
お
子
さ
ん
達
も
親
御
さ
ん
と

一

緒
に
汗
を
流
し
て
、
頑
張

っ
て
下
さ

い
ま
し
た
。

雨
後

の
草
は
か
な
り
高
く
伸
び

て
お
り
ま
し

た
。
草
刈
り
機
を
持
参
し
て
下
さ

っ
た
方
の
お
力

が
な
け
れ
ば
、
難
し
く
時
間
の
か
か
る
仕
事
で
し

た
。そ

し
て
刈
ら
れ
た
草
を
袋
に
詰
め
、
沢
山
の
袋

が
出
来
上
が
り
ま
し
た
。
町
内
会
七
百
世
帯
の
う

ち
、
僅
か
七
十
名
ほ
ど
の
参
加
者
は
寂
し
い
限
り

で
し
た
。

参
加
者
が
も

っ
と
多
け
れ
ば
楽
し
く
、
早
く
終

了
し
た
の
に
、
と
感
じ
た
の
は
私
だ
け
で
し
ょ
う

か
？
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（佐
々
木
）

町作 りの5つの柱
1 安心、安全な町
2 子供、お年寄 りを大

事にする町
3 きれいで清潔な町
4 伝続、文化を大切に

する町
5 御近所の触れ合いの

ある町
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九
月
二
四
日
、
日
曜
、
野
津
田
公
園
と
陸
上
競

技
場
に
お
い
て
、
鶴
川
地
区
町
内
会
自
治
連
合
会

交
流
事
業

の
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
と
運
動
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
ｃ

当
日
は
、
曇
り
時
々
晴
れ
、
暑
く
も
寒
く
も
な

く
最
高

の
運
動
会
日
和
と
な
り
ま
し
た
ｃ
広
袴
町

内
会
か
ら
は
、
子
供
会
や
広
楽
会
を
中
心
に
約
百

名
が
参
加
し
ま
し
た
ｃ

午
前
中
は
公
園
内
に
設
置
さ
れ
た
ポ
イ
ン
ト
を

回
る
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
と
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
。
ウ

ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
は
、
が
ん
ば
リ

コ
ー
ス
と

フ
ァ
ミ

リ
ー
コ
ー
ス
の
ニ
コ
ー
ス
準
備
さ
れ
、
小
さ
な
お

子
様
も
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を
楽
し
め
る
よ
う
工
夫
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
ゴ
ー
ル
し
た
参
加
者
は
、
く
じ

引
き
で
景
品
を
も
ら
い
ま
し
た
。

お
昼
に
は
町
内
会
よ
り
お
弁
当
が
ふ
る
ま
わ

れ
、
み
ん
な
で
お
弁
当
を
食

べ
て
ひ
と
休
み
。
午

後
は
い
よ
い
よ
運
動
会
で
す
。

小
さ
な
お
子
様
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
楽
し
め
る

競
技
が
用
意
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

定
番

の
か
け

っ
こ
や
玉
入
れ
、
大
玉
こ
ろ
が
し
、

二
人
三
脚
ｃ
町
内
会
対
抗
親
子
リ
レ
ー
で
は
な
ん

と
我
が
広
袴
が
優
勝
―
―
最
後
は
ウ
ル
ト
ラ
ク
イ

ズ
に
参
加
者
全
員
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
た
。

広
袴
町
内
会
だ
け
で
な
く
、
た
く
さ
ん
の
方

々

と
交
流
で
き
た
、
と
て
も
有
意
義
な
秋

の

一
日
と

な
り
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（佐
藤
）

今
年
の
祭
程
は
九
月
三
十
日
が
宵
宮
で
、
十
月

一
日
が
例
大
祭
で
す
。

宵
宮
は
午
後
六
時
か
ら
行
わ
れ
、
辺
り
も
薄
暗

く
な
り
燈
籠
も
相
ま

っ
て
厳
か
な
雰
囲
気

の
中
で

始
ま
り
ま
し
た
。

十
月

一
日

（日
）
に
行
わ
れ
た
神
明
社
御
祭
礼

は
天
気
に
恵
ま
れ
晴
天
の
中
行
わ
れ
ま
し
た
。
山

車
、
子
供
神
輿
、
大
人
神
興
が
出
て
、
広
袴

の
老

若
男
女
が
多
数
参
加
し
ま
し
た
。

年
後

一
時
に
広
袴
公
園
を
出
発
し
て
町
内
を

一

周
し
途
中
の
公
園
で

一
体
み
し
て
広
袴
公
園
に
戻

り
ま
し
た
。
町
内

の
子
供
達
が
た
く
さ
ん
参
加
し

て
く
れ
て
う
れ
し
く
な
り
ま
し
た
。
　

　

（和
国
）

十
月
二
八
日
、
二
九
日
の
両
日
に
作
品
展
が
広

袴
会
館
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
ｃ

沢
山
の
ス
テ
キ
な
作
品
に
出
会
え
、
な
か
で
も

お
子
さ
ん
の
作
品
に
は
つ
い
微
笑
ん
で
し
ま
い
心

癒
さ
れ
た
ひ
と
時
で
し
た
ｃ
　
　
　
　
　
（鑑
継
）

運
動
会

（野
津
田
公
園
）

神
明
社
例
大
祭

作
品
展
示
会
と
健
康
チ
ェ
ツ
ク

_        _ |       ・ _       _|

漁ラオ ケスナ ッ ク 畷つて

飲んで

食事して

皆で楽しく町田市広袴町562-1
1'042 - 735 - 7309
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年 広袴に関する出来事 メジャーな出来事 戸数

1486

(永享

8)

塑全量2過製 星_(塑」工笙整2退圭」握2_

⇒「広袴」の地名の記載がある。

戦同時代の始 まりと言わ

れる、「応仁の舌L」 (1467

～1477年 )勃発まで、お

よそ 30年

1559

(永禄

2)

上笙塁匡婁ユ _則望襲塑班 :鐘側製ヒ当 :

成開始

⇒当該公的文書で最初に「広袴」という地

名が確認できる。

・織 |■ 信長が尾張統一

。徳川家康長男信康誕生

。大谷吉継誕生

。絵師狩野元信死去

1581

(天正

9)

上墾立匡麺上皇盤 :麟1雖」[整塁担建 2_

(吉川正雄家所蔵)

⇒平時は農民、有事は刀を取ることから、

「広袴」に鍛冶屋が 2軒存在した。 (真光

キ|こ も2軒3諸説あり)

。イエズス会宣教師ヴァ

リニャー ノが織 田信長

に!jら見

・織 LI信長が天正伊賀の

乱|こ 勝利

江戸日寺代

1826

(文政

9)

→幕領 (幕府直轄地)と 旗本領の二給地 (一

つの村落に対し領主が二者存在する地)と

なり、各々名主 (幕領 :仙蔵 (現在の大塚

道子家祖先)、 旗本領 :長右衛門 (現在の吉

川正雄家社先))、 組頭等二役が存在 した。

幕生握墓二』〕箇藁塁製盈上記饉上

⇒広袴について、自然、歴史、農地、産品、

神社、寺院、名所、1目 跡、人物、1日 家、習

俗等全般に百った記載がある。

・シーボル トが 11代将軍

家斉に謁見

。前年 (1825年 )に 異国

船打払令発令

23′ヨ

1948

(H召不118)

生邊.L翌嘘込上
柳田国男 (1875～ 1962年)が 「広袴」の

地名に興味を持ち、広袴を訪れ、聞込調査

を実施 したせいか、巡査に追いかけられた

り、スバイと間違われた り!?

・日本軍、ガグルカナル島

から撤退

27Fコ
|

1940年

(‖召不日

1→

現在
1700

世帯

「広袴で柳園国男がスパイと間違われた !?」 ということをご存知でしょうか ?広袴

在住の溝上純子氏は広袴に興味をもたれ、色々なところに足を運び、調査してください

ました。その資料を基に広袴の歴史を年表にまとめました。

※「年」「広袴に関する出来事」「戸数」は、収集資料を編集。

※「メジャーな出来事」は、一部「年表☆戦同時代」Q山山蜘唾墨』工巫滋笙毀壁五ぼ)よ り引用。

年表の作成 :坂上

「広袴」の地名の出来

説 1:真光寺川を挟み、南と北に小高い丘陵があり、その崖 (ハ ケ)と 崖 (ハケ)に挟まれた

土地が比較的広かったので、「ヒロハケマ」と呼ばれ、転 じて「ヒロハカマ3。 (広袴在

住郷上史家 日本地名研究所 金子欣二氏の説。「広袴便り」第 7号より転載。)

説 21南と北に伸びた丘陵が、袴の形に似ていたので、「広袴」ゥ

〃
KOVO SO田

“

I

(株)光陽測器製作所

本社/〒 195-0056東 京都町田市広袴 2-17-14

TEL 042(736)0959  FAX 042(736)0453

広
袴
の
歴
史

有限会社 マチダ防災システム

留,042-734-7436町田市広袴3-¬ -28
e― ma‖:mbs10mxl,alpha― web.nejp

藩
憫ポ

消火器の販売・回収しヽたします

その他防災用畠・消防設備の事なら何でも

お気軽にご相談ください



(C)飲料水の入手

スーパ…マーケットが
提供できる食料け、

0。4日分/人の群

(B)食料の入手手段

■小日急復 :日→2週間
■57号線不通→

東京/小日原方面断絶
■19号線不通→

多摩/鎌倉方面断絶

物流/脱出′L―卜、
完全

発生シミュレーション(概要版)担当江端

1摯

'1筆
=町

内会「餅つき」は
震災リアルシミュレーショ

ヽ

■この地図内の人口916万人、ロスーバ1店
舗の保有食料 1万人/日 (スーバー年間売上と
家計データから推定で算出)

x多摩方面

x東京方面

x小田原線 x鎌倉方面

'■
)、`

′
ゞ
慈
毎

1骰鰤
機 ‡・

無 ―

鰊

《霊議

彎
濠

■^

《書ヽ

V
ハ

ヽ′
ノヽ

螢

S~

_  . 1■

.^

■11600リ ツ トル (丼戸
4麻働未確認)÷7000
リツ トル(3500人分 )

(A)流通の破壊状況

x多摩線

x厚本方面

書戸が提供できる飲
料ホ惨、1.0日分/人

のみ爆 悪0日 )

■4万人/日 (4店舗)

÷9.6万人

(*)但 し、地震直後はレジシステムがダウンす
るので営業できない可能性が大きしヽ

(XX)飲料水 (ま、0,1日分(コ ップ1杯分)す ら確
保できない可能性が大きい

[全3回シリーズ](予告)

今号 :地震シミュレーシヨン(概要版 )

次号 :地震シミュレーシヨン(詳細版 )

次々号 :『豊き残る』ため :こ準機しよう

広袴便り第 44号



=0'XttXXttXX日
広袴地震

(1)広袴町内 基本情報

■4つの断層の中

心地に 置する

■人口3500人
■世帯数 1400
菫覆嘉費0.5km2
覆覇羹会のス トッ

震慶教助露0

=F常
食欝 い

(4)シミュレ
ーション条件

■右図は30年間で

震鰻0以上の地震

が発生する確率
■震度5なら彎隻

00つも

(3)広袴の地震発生率

震織から逃がれる
ここ惨不可能

緊急地震速報措
間に合わない

rn
uロ

(:)立川断層

地震発生→震

度ア.0

(H)水道/電気

/ガス金て断
絶(2週間～)

(爾 )完全優壊
家屋 約300(
約750人が被
災地(第二/三
小学校)へ避
難中
(*)火災発生率、

死亡/重軽傷数は
、第2回目に掲載

予定

(lV)議構

の水′食料

鐵懸鷲職|ま

96時間

(4日 )後
と想定

地震 ら1～3
秒で 直撃

*)J―SHIS地震八ザー
ドステーシヨン

広袴ホームベージ !二■1:■111上」二ti■:■■■clllも ご覧下さい

:●

苺"e

―ムページ もご覧下さい



活かせて楽ししヽから

3 フ

(1)I丁関連の仕事/カナ

(2)ほぼ全て(掃除/
祭り/運動会)にプレ
ーヤーとして参加

(3)人と一緒に活動する
のは楽しいですよね ?

/東京出身

り」のカメラマンノ
編集長として活躍中

2

町内会で積極的に活動している
"■ ■■■1

(1)自己紹介

(2)参加されているイベントは

パットさ

広報部
佐々ホ/江端

桜丼さん

「

′

′し

けど、「楽しい」「やりたい」の中でご近所を超えて
多くの人と知りあしヽ:こなれること1ま「嬢じしヽ」と思う

きつかけは「M番」(班長′
委員)。 特別に何かやりた
いことがあつた訳ではない

その「順番」の最中に「楽し
し`」「やりたもヽ」になつた

(1)英文翻訳等の仕事/王
禅寺出身

(3)自分がやりたしヽだけで
感謝や見返りを期待してい
る訳ではない(2)会館のタオル等洗濯(毎週

防災訓練等の裏方盆踊り

うになるには
どうしたらいいのか

さんのよ

結論 :「楽しい」
「や呵た1卜

1」

鱚 株式会社ワンズ・オフィス
不動産 資産管理 土地活用

町田市大蔵町2221-2
TEL:042-'736・日・4949
Fハ麒〔:042‐‐736-4959

■Ⅳn″・。neS―。lR● 0.●。Jp
定休日:毎遍水■日、第1、 第3火曜日

不 動 量 の ワ ン ス

全国の地酒と
本 格 焼 酎 500銘 柄 ′′

久保 田・八海山 .メ 張鶴・越乃寒梅
雪■梅 飛露喜 写楽 緑川・十四代・
くどき上手・菊姫・早瀬浦・出羽桜・貴
東洋実人・大万F・ 黒龍 立山・初亀・神亀
・―刀両断・雑賀・山形正宗・明鏡止水・
田酒・浦霞・醸じ人九平次・御湖鶴・籟祭
(本格焼酎)山翡翠・中 ・々寓膳・富乃宝山
佐藤・海 .晴耕雨讀・籠六・純黒・旭高年
村尾・月の中.しま千両・金峰櫻井・夢鏡
鶴見 .い も麹芋・龍宮・朝日・長雲 など

洒舗まきるや
町田市鶴川 6-7-2-102

(鶴 川団地センター名店街)

酒  こ い し い

8(042)735‐ 5141
FAX(042)734-9900
http://www.masaruya.com/

営業時間/9:00～ 19:00  定休日/木曜

広袴ホームページ 堕整 //www.httQhakarna.coFnも ご覧下 さい 広袴便 り第 44号 (6)
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質問 :

書 1ト

雇

質問2



一広
喬
おり
おり
一輌

元
日
午
後
の
ス
カ
イ
ツ
リ
ー

広
袴
の
元
日
早
朝
、
晴
れ
た
場
合
に
は
尾
根
道

東
端
の
里
山
の
風
情
が
残
る
丘

一
帯
で
は
麻
生
区

方
面
か
ら
も
含
め
、
大
勢
の
人
が
初
日
の
出
を
拝

み
に
来
る
。
写
真
０
の
通
り
、
二
〇

一
六
年
の
時

は
天
候
に
恵
ま
れ
た
。

元
日
な
ら
で
は
の
澄
ん
だ
空
気
が
見
晴
ら
し
を

良
く
し
、
午
前
中
は
西
側
の
丹
沢
山
系
や
富
士
山

が
と
て
も
ク
リ
ア
に
望
め
た
。
し
か
し
東
側
は
逆

光
に
な
る
の
で
、
ど
う
し
て
も
景
色
は
ブ
ル
ー
掛

か

っ
た
シ
ル
エ
ッ
ト
的
な
も
の
と
な
る
。

逆
を
言
え
ば
、
太
陽
が
南
西

へ
と
移
動
し
、
富

士
山
が
シ
ル
エ
ッ
ト
的
に
見
え
出
す
午
後
に
な
る

と
、
東
側
は
順
光
と
な

っ
て
遠
方
の
景
色
が
く

っ

き
り
と
浮
か
び
上
が
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
が
普

段
の
日
だ
と
都
心
部
の
空
気
中
の
塵
や
ガ
ス
の
た

め
視
界
は
良
く
な
い
の
だ
が
、
正
月
三
が
日
だ
け

は
澄
ん
だ
空
気
が
維
持
さ
れ
て
、
午
後
で
も
驚
く

ほ
ど
視
界
の
良
さ
が
保
た
れ
る
の
で
あ
る
。

同
年
の
元
日
夕
刻
近
く
、
東
の
遠
方
に
見
え
た

東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
が
Ｃ
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
望

遠
で
の
撮
影
で
、
肉
眼
で
は
非
常
に
小
さ
く
し
か

見
え
な
い
の
だ
が
、
普
通
の
視
力
が
あ
れ
ば
十
分

に
視
認
可
能
で
あ
る
。
な
お
見
え
る
の
は
タ
ワ
ー

の
上
方
５
分
の
２
程
の
部
分
で
あ
る
。

シ
ル
エ
ッ
ト
だ
け
な
ら
ば
、
普
段
で
も
快
晴
の

日
の
午
前
中
に
望
め
る

（（０
））
し
、
ま
た
丘
で
は
、

近
く
の
読
売
ラ
ン
ド
の
観
覧
車
か
ら
遠
く
の
東
京

タ
ワ
ー
や
六
本
木
ヒ
ル
ズ
ま
で
、
他
に
も
色
々
と

遠
望
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
ｃ

ス
カ
イ
ツ
リ
ー
を
冬
の
早
暁
な
ど
に
眺
め
る
の

も
乙
で
あ
る
。
光
の
明
減
が
見
ら
れ

（０
）
、
お

日
当
て
の
星
を
見
つ
け
る
の
に
も
等
し
い
。

二
〇

一
四
年
十
二
月
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
を
発
明
し
た
日

本
人
三
人
の
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
受
賞
を
祝
い
、

ス
カ
イ
ツ
リ
ー
で
光
の
三
原
色
を
テ
ー
マ
に
し
た

特
別
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
が
あ

っ
た

（０
，
０
）
．
主

要
な
演
出
は
下
方
５
分
の
３
部
分
な
の
で
確
認
で

き
な
か

っ
た
が
、
上
方
の
ラ
イ
ン
の
色
彩
変
化
だ

け

は

見

る

こ
と

が

叶

っ

た
。冬

の
夜
中
の
里
山
の
丘

に
立
ち
、
日
本
人
の
快
挙

に
ほ

っ
こ
り
と
し
た
こ
と

を
思

い
起

こ
す
。

遠
方
の
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
が
黄
金
の
輝
き
放
つ
元
日

の
午
後
　
　
　
　
　
　
　
　
（１６
組
　
篠
田
泰
蔵
）
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[現状I町内で立て続けに
4件発生

[特徴]梯子を使つて2
階から侵入

[兆候]見なれない車の路
上停車→下見

『挨拶」が大嫁い

｀
空き巣は

4

目撃/意識されると
,F仕事″がやりにくい

辟
磯藝

■2階の施錠も怠らなもヽようにしましよう
■梯子等は分からなしヽ場所に隠しましよう

「子ど
お知らせ 町トレーエング
日時 :毎週水曜日 10:30～

ド゙、ミ 蒸筆壕、、
■ '  ■.｀ .

場所: 広袴会館
費用 :50円/1回    ‐ _

連絡先 :洞口(042-735-0698)

男性でも女性でもOK!
(都合の良い時だけでもOK)

時間帯 :登校時:07:30～ 08:05
下校時 :14:00～ 14:30

場所 :1広袴中央の交差点
2ささげ畳店の交差点
3鶴川団地東交差点

連絡先 :本郷和朗(会長):
042-734-3889

ま
す
。

広
袴
町
内
会
の
ホ

ー
ム
ベ
ー
ジ
な
の
で
、

各
情
報
の
連
絡
事
項
、

お
知
ら
せ
、
各
サ
ー

ク
ル
の
情
報
交
換
な

ど
ホ
ー
ム
ベ
ー
ジ
を

活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

情
報
を
お
待
ち
し

一
て
お
り
ま
す
。

一
　

掲
示
板
に
投
稿
願

L__

"嗜
|

■`く

ヨいt

摯`C

寿司粛み六 ユ′
営業時間

AMll:00～ 2:00(う ストオーダー 1130)

P‖ 5:00～ 11:00(ラ ストオーダー10:30,

定体}1/"週 ,1曜 11(但 し視祭日の場合営業や|1体業)

ハ合
能
距

キ中町
●
●

盆
９

●
●

ａ
Ｖ

ａ
Ｖ

●
●

７
′

パ
４
■

Ａ
＝

ｖ

興

ｕ

ホ
ー
ム
ベ
ー
ジ

わ
ん
わ
ん
ル
ー
ル

.1簗

・
必
ず
リ
ー
ド
等
で
つ
な
い
で
歩
き
ま
し
よ
う
。

・　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
・
　
一一　
　
　
・

・
抜
い
た
毛
も
必
ず
持
ち
帰
り
ま
し
よ
う
。

・
バ
ト
ロ
ー
ル
に
は
腕
章
を
つ
け
ま
し
よ
う
。

技術信用第一

畳工事―式
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代表 捧 政 智

町田市鶴‖16-14^4

きさげ畳店

総合住宅リフォーム
建設業許可 (役 PO'第 i20150号
日本不造住宅F震袴強事業者協同担合員

TOTOリ モデルクラブ ■会員店

7-バンリフォーム
町田市能ケ谷 4-4-23鶴 川地所Aビル lF

画面0120‐ 166…212

キッチン

浴室
トイレ

ア

ア
リ

リ

テ
　
強

テ

ス
築
補

ン
グ
改
震

イ

エ
増
耐

広
報
部
長
　
佐
々
木
幸
子
　
　
　
副
部
長
　
江
端
智

一

編
集
部
員

鑑
継
俊
之
　
　
和
田
典
明
　
　
宮
脇
基
寿
、
郁
恵

森
　
亮
　
　
　
早
川
孝
彦
　
　
佐
藤
鉄
郎

指
宿
尭
嗣
　
　
坂
上
恵
美
　
　
山
野
辺
富
子

顧
問
　
柏
　
司
浩
　
　
　
補
佐
　
桜
井
和
則

吉 川 動 物 病 院

馘
診療時間 /午前9:00～ 12100

午後3:30～ 6:30

日 祭日/体診

町田市広袴3‐3‐ 1ヨ  容735‐3487

…なごみ歯科医院
院■.薔■ti 田島光明

●診療時間● (休診 日/日 曜・祝 日)電話 予約受付・急森随時受付

月～ ±  9:()0～ 13:()() 14:30～ 19:30

キッズスペース有り お子機連れの方も大歓迎 P有 リ

物 励ψ輸噴θ一I一 イ′ IB0 4 2-737-8241

歯科・小児饉科・歯科口睦外科・インプラント・審美・矯正

:ヽ=

広袴町内会広告募集

広総町内会広告募集

広袴ホームベージ ht艶Iヱ処堕w.hiЮhakama,comも ご覧下さい 広袴便り第 44号 (8)
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